
参加費

無料

6次産業化に挑む地元農家と考える

紀の川市内で農産物の加工品製造・販売を検討、または実践している事業者
【対象】 【開催場所】

紀の川市役所 本庁 2階市民協働スペース

第4部 自分の現在地を知る！
自己診断・意見交換ワーク

第2部 2026年度プログラム
「伴走支援型商品・事業改善プログラム」
のご紹介

第3部 昨年度プログラム参加者による
パネルトーク

第1部 どうなってる？ 
農作物と加工品の“いま”と“これから”

成果発表会兼2026年度プログラム説明会

紀の川市が推進する認定ブランド「ISSEKI」では、「加工品
の売上向上」を目指す伴走支援型商品・事業改善プログラ
ムを実施します。

「生産と両立できるだろうか」「どの値段なら買ってくれるだろ
うか」「どこに持って行けば売れるのだろう」。
一人で生産現場とも向き合いながら加工品づくりを進めてい
ると、正解が分からず不安になる瞬間があるとよく耳にします。

紀の川市には、同じように悩みながらも仮説検証を繰り返し、
一歩ずつ「売れる商品」へと育ててきた先輩や仲間がいます。
本説明会は、そんな6次産業化に挑む地元農家の「生の声」
を聞きながら、自分の商品が次に進むためのヒントを共有す
る場を開催します。

6 /12 金
18：30～20：30
【開場】18：15～

―加工品事業の「意義」と「実践」―

主催 / 紀の川市役所 農業振興課　事務局 / 株式会社MISO SOUP 【お問合せ先】　紀の川市役所 農業振興課　TEL：0736-79-3902
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以下のいずれかの方法でお申し込みください。

下記お電話番号へおかけいただき、
お申し込みください。

お申し込みはこちら

（Googleフォームに遷移します）

下記URLまたは右記QRコードよりお申し込みください。

紀の川市役所 農業振興課
TEL：0736-79-3902

申込〆6/10（水）

https://forms.gle/pGUxkXpP8izqdWc99
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当日のプログラム

昨年度の様子



本プログラムでは、参加者の多様な事業段階に合わ
せて、最終目標である加工品の年間売上1,000万円
を目指すための「事業フェーズ（段階）」を明確化し
ました。

「テスト販売段階」「商談準備段階」など、自分の現
在地に合わせた個別の目標設定と、実践的なアウト
プット（適正な価格設定、商談資料の作成など）を
事務局も一緒になって進めていきます。

やみくもに考えたり、動いたりする時間を、適切に
一歩ずつ前進する時間にし、仲間と共に議論し合い
ながら、「売れる加工品」を一緒に育てていきましょう。

伴走支援型商品・事業改善プログラム
「加工品事業  年間売上 万円」を目指す1,000

2026

 2026年度プログラム
スケジュールと内容

【対象】 紀の川市内で農産物の加工品製造・販
売を検討、または実践している事業者

【条件】 原則として全日程に参加可能な方

【定員】 最大12名予定
※プログラムの日程や内容は、やむを得ず延期や変更が生じる場合があります。

主催 / 紀の川市役所 農業振興課　事務局 / 株式会社MISO SOUP 【お問合せ先】　紀の川市役所 農業振興課　TEL：0736-79-3902

－本プログラムの つのメリット－3

参加 条 件

6月12日(金) ISSEKI事業 成果発表会
2026年度プログラム説明会

BtoC催事を見据えた「検証仮説」の設定
7月3日（金） 第1回 定例会

BtoB商談会を見据えた取引条件の理解と
準備

7月31日（金） 第2回 定例会

販売実践の振り返りと「改善計画」
9月25日（金） 第3回 定例会

審査会・商談に向けた「伝わる力」の強化
10月23日（金） 第4回 定例会

今年度の成果発表と、
来年度の目標設定・行動計画の発表

2月19日（金） 第5回 定例会

11月13日（金） 第５期認定商品 審査会

2月18日（木） 第５期認定商品 認定式

個別の目標・課題に合わせた伴走支援
11月～1月 個別メンタリング（全4回）

マルシェ等でのテストマーケティング
7月～8月 販売実践

自分の事業フェーズに合わせながら、
「仮説検証」の仕方が身につく

「加工品の年間売上1,000万円」まで
の事業フェーズで、常に自分の商品の
「現在地」と「次にやるべきこと」がわ
かる

同じ目標に向かって本音で話し合える
地元農家とのつながりができる




